
（概要版）

相手意識や目的意識を明確にもってまとめ表現する力を高める
総合的な学習の時間の指導の工夫

－プレゼンテーションのための企画書を取り入れて－

長期研修員 神林 美紀

体験活動や 調べたことを
調べ学習は どうやって

楽しかったけど･･･ まとめたらいいのかな。

言語活動の充実が求められています

体験して調べたことをまとめ、
発表し合う活動を重視することが必要です

Ｑ：相手意識や目的意識を明確にもってまとめ表現する力とは･･･
Ａ：「総合的な学習の時間の探究の過程のまとめ・表現する過程において、得られ

た情報と既習の知識や経験と関連付けた新しい自分の考えを、だれに伝え何の
ためにまとめるのかを考えながら、書き表したり口頭で説明したりできる力の
こと」です。

Ｑ：プレゼンテーションのための企画書とは･･･
Ａ：「伝える相手と目的を意識しながら、伝えたい思いや内容、方法について児童

の思考の流れを言葉にして記入できる一枚の紙のこと」です。

主題設定の理由

育てたい力を

明確にした取組です

自分の考えを自分の言葉で

伝える活動を取り入れた取組です

具体的には

そこで

児童の実態

新しい学習指導要領では

総合的な学習の時間で求められているのは



検証単元「いざ鎌倉」小学校６年
総合的な学習の時間で目指す探究の過程（小学校学習指導要領解説「総合的な学習の時間編」ｐ 13）

①課題の設定 ②情報の収集(１４時間) ③整理・分析 ④まとめ・表現(１０時間)
(３時間) 修学旅行の自由行動 (２時間) 本研究に関わる学習(８／10時間)

学校での調べ学習 プレゼンテーション(２／10時間)

プレゼンテーション
のために

記入できる企画書

研究の対象

補助シート「ランキングシート」
プレゼンテーションの方法が選べる

実際の授業の様子

「まとめ・表現」にかかわるプレゼンテーション

総合的な学習の時間における

１枚の紙で

相手と目的に

照らし合わせながら

児童自身が

見通しをもって

研究構想図

補助シート

「発表構成
シート」

←プレゼン
テーション
の方法や内
容が詳しく
書ける

指導目標分析表 ↑
国語科の指導内容と関連させ、総合
的な学習の時間におけるプレゼンテ
ーションで指導したいと考えた内容
を、一覧表にしたもの

企画書の構造



５年生

６年生

成果 課題
○企画書を取り入れたことで、児童は伝える相手と ○企画書に自分の考えを自分の言葉

目的に照らし合わせながら、プレゼンテーション で記入できる児童を育てるために
までの見通しをもって学習をすすめたり、振り返 は継続した取組が大切です。まと
ったりすることができました。 め表現する力の系統性を明らかに

○伝えたいことや表現方法について主体的に考え、 して、小中９年間を見通した取組
改善していこうとする態度が見られました。学習 を考えていく必要があります。
の振り返りの言葉から、学習内容が整理されたり、
発想が広がっていったりすることが明らかになり
ました。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当係：幼児教育センター

０２７０－２６－９２２１（直通）

写真や地図を見せなが
ら、詳しく説明してくれた
ので分かりやすかったです。

６年生がこの勉強をして
どんなことを考えたのか
よく伝わってきました。

原稿をそのまま読むのでは
なく、順序を考えて自分の
言葉で発表できました。

企画書を見て、
５年生へのプレゼンテーション
のために、次は何をすればいい
のか考えながら学習をすすめる
事ができました。

成果と課題

実際のプレゼンテーションの様子
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プレゼンテーションで真似したいと

５年生が回答した所

発表の内容（21名） 資料の作り方（14名）

話し方（11名） 発表の構成（８名）

一生懸命話す態度（７名） 特になし（８名）

89%

11%
自分の伝えたい思いが伝わったと感じた

６年児童の人数と割合

肯定的回答（70名） 否定的回答（９名） 伝えたいことを考えた時（31名）

内容や方法を考えた時（42名）

発表資料を作った時（46名）

練習をした時（22名）

内容や方法を見直した時（27名）

その他（1名）
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企画書が役に立ったと６年児童が感じた時（複数回答可）


